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8.7 高専生へのアグリエンジニアリング教育プログラムの紹介パンフレット<案> 

  本科入学時に配布する授業シラバスに綴じこんだ形で周知を図るとともにホームページ

(HP)にも紹介する。 
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8.8 全国高専向け勧誘パンフレット<案> 

我が国の農業の将来を豊かにするには「農業の工業技術化」が求められている。それは単に、

大分といった限られた地域ではなく、全国にわたる課題であり、その促進には、対応できる人材

が全国中に存在していることが重要である。国立高専は全国に 51校が散在し、その高専で学んだ

卒業生や修了生が「社会のニーズを上手く捉えて既存技術を巧みに統合駆使して製品にすること」

は社会的に高く評価されている。したがって、高専出身者こそが農業における工学的課題解決に

ふさわしい人材と考える。そこで、工業高専において農学の素養を持ったエンジニア（アグリエ

ンジニア）の育成が大切であるとの考えに立ち、アグリエンジニアリング教育プログラムを設け

た。本事業はその趣旨に従い、大分高専主導のもと都城高専や一関高専の賛同を得、3高専で実践

展開中である。 

 本事業展開には、農学の学問を修得して現在、高専で活躍しておられる先生方にお願いしたい

ところであるが、全国の商船高専を除く国立高専に農学系の博士の学位を取得された先生は、下

表のとおり、限られた高専にしか在職されていない。 

 
高専名 職名 学  位 専 門 分 野 

函館高専 

教 授 博士(農学) 生物資源工学 

准教授 博士(水産科学) 水産生物科学 

〃 博士(水産学) 海洋天然物化学 

苫小牧高専 
教 授 博士(農学) 発酵・醸造化学 

准教授 博士(理工学) 生化学、分子生物学 

釧路高専 無   

旭川高専 
教授 博士(農学) 栽培、微生物制御 

准教授 博士(環境科学) 生物資源化学 

八戸高専 助 教 修士(食品栄養科学) 有機合成化学 

一関高専 
教 授 博士(農学) 糖鎖工学、酵素利用 

准教授 〃 分子生物学、遺伝子工学 

仙台高専 無   

秋田高専 教 授 博士(農学) 生物化学、遺伝子工学 

鶴岡高専 無   

福島高専 准教授 博士(農学) 基礎生物学 

茨城高専 無   

小山高専 

教 授 博士(農学) 酵素工学 

〃 〃 生物化学、遺伝子工学 

助 教 博士(生物資源科学) 生物化学工学 

群馬高専 無   

木更津高専 
教 授 博士(水産学) 水理学、河川工学、水産工学 

講 師 博士(環境) 水工学、水中音響工学 

東京高専 無   

長岡高専 

准教授 博士(農学) 糖鎖生物学 

教 授 〃 食品科学 

〃 博士(農学) 応用微生物学 

准教授 博士(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ) 応用生物学、分子生物学 

長野高専 無   

富山高専 

准教授 博士(農学) 生物工学、分子生物学 

〃 〃 化学工学、食品化学 

〃 修士(農学) 生物有機学、機器分析 

石川高専 助 教 修士(環境)  

福井高専 
教 授 博士(農学) 生物電気化学、生物工学 

講 師 〃 応用微生物学 
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高専名 職名 学  位 専 門 分 野 

岐阜高専 無   

沼津高専 
准教授 博士(地球環境科学) 生態工学、生物地球化学 

〃 博士(農学) 遺伝子工学 

豊田高専 無   

鈴鹿高専 准教授 博士(環境科学) 環境工学、分析化学 

舞鶴高専 無   

明石高専 無   

奈良高専 
教 授 博士(農学) 化学、分析化学 

准教授 〃 生物化学、微生物工学 

和歌山高専 無   

米子高専 教 授 博士(農学) 生物有機化学 

松江高専 無   

津山高専 無   

呉高専 無   

徳山高専 無   

宇部高専 無   

阿南高専 無   

香川高専 
講 師 博士(農学) 河川水文学 

助 教 〃 建築材料学 

新居浜高専 教 授 博士(農学) 微生物学、醗酵工学 

高知高専 准教授 博士(環境科学) 生化学、環境工学 

久留米高専 
教 授 博士(農学) 生化学、植物学、微生物学 

准教授 〃  

有明高専 講 師 博士(環境共生学) 環境化学 

北九州高専 

教 授 博士(農学) 細胞工学 

准教授 〃 細胞工学、遺伝子工学 

〃 〃 微生物工学、環境微生物学 

〃 〃 生化学、分子生物学 

佐世保高専 無   

熊本高専 無   

大分高専 教 授 博士(農学) 環境工学、環境微生物学 

都城高専 無   

鹿児島高専 教 授 博士(工学、農学) 廃棄物工学、環境工学 

沖縄高専 

准教授 博士(農学) 植物分子生物学 

〃 〃 生物資源利用工学、食糧化学 

〃 〃 発酵学、微生物学 

 
 大分高専では、本事業展開するにあたり、都市・環境工学科に博士(農学)の学位を有する民間

建設会社からの人材を教員として迎えるとともに、今後は一般科理系の「生物」担当教員として

博士(農学)の学位を有する人材を迎える予定である。両教員に指導的役割を担って頂き、本事業

の改善や拡大を期待している。 

 全国高専への普及活動は、全国高専フォーラムでのオーガナイズドセッションの開設、各高専

への各パンフレットの直接送付、更には大分高専ホームページを活用する。 
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第９章 あとがき 

 

本事業を大分高専に持ち込みました前校長として、この成果報告書の「あとがき」を借り

まして、お礼と思いを述べさせて頂きます。まず、本事業におきまして、忙しい高専業務の

中、調査・検討そして構築の展開を行って下さいました大分高専の教職員の皆様に厚くお礼

申し上げます。日頃、工学の分野に身を置き、農学という異分野にも関わらず「我国農業の

将来を高専の工学教育が支える」との私の思いを感じ取って戴き、本成果報告書にあります

通り、「アグリエンジニアリング(ＡＥ)教育プログラム」を導入に尽力下さいました。あえて

お名前を挙げますと、当時の学校運営委員会メンバーでありました吉澤宣之先生(一般科理

系)、高橋徹先生(電気電子)、松本佳久先生(機械)にはＡＥ教育の導入に向けて旗振り役を務

めて頂きました。また大分高専は工業高専ですので農学の学位を持つ教員もいないなか、学

外の、後にＡＥ 教育推進アドバイザー委員会に入って頂いた、農工連携研究の第一人者であ

る高木浩一先生(岩手大学)や内野敏剛先生(九州大学)に相談させて頂き有用な助言を賜りま

した。また、ＡＥ教育研究の推進に役立つならと、コンテナ型植物ユニットの寄贈を申し出

て頂きました佐藤隆彦様((株)タカフジ代表)には誠に有り難く思っております。設置面積＞

１０ｍ2の中国製コンテナゆえに大分市の建築確認が得られず、設置を諦めざるを得ませんで

した。 

本事業がここに展開できましたのは、KOSEN4.0イニシアティブを始めとする「高専の改革

推進事業」に採択されたお蔭であります。事業推進を目指して、これまで、科研費等の公的

補助金、民間の教育支援金、そして国・地方の行政機関にも働き掛けましたが、なかなか理

解が得られず、無念さを感じることもありました。本事業を全国高専に普及推進させるに当

たって、関係諸機関からのご理解と経済的支援を強く望むしだいであります。 

 「我国農業の将来を高専の工学教育が支える」との願いは、決して大分の一高専だけで達

成できるものではありません。全国５１高専が揃って行うことが必要です。それで私どもの

事業展開に賛同頂き、推進に協力を賜りました一関及び都城高専の皆様には、願いの成就に

向けて、引き続き協力をお願い致します。この成果報告書が１５０頁を超える大作となりま

したのは、私どもの思いを全国の高専にお伝えし、導入するときの検討事項や作業工程、そ

して経費などの参考資料にして頂き、導入に向けた一歩踏み出して頂くことを願ってのこと

であります。全国高専の皆様、是非とも、私ども高専の力で農業の工業技術化を強くサポー

トしていく「ＡＥ教育プログラムの導入」をお願いできないでしょうか。 

 私が「工業高専にＡＥ教育を」との思いに至ったきっかけは、長谷川閑史氏(私の高校の 3

年先輩で、当時、経済同友会代表幹事であり、産業競争力会議のメンバー)が九経連の講演で

「日本は優れた技術開発力を持ちながら、農業分野では活かされておらず、元々日本が作っ

て発展させたものが他国で活かされて日本は置いていかれるという情けない状態にある」と

語られたことであります。高専に身を置く方々がこの言葉を聞いたとき「我国農業の将来を

高専の工学教育が支えてやる」との思いに至らないのなら、それは高専の力をまだ理解でき

ていないのでは・・・。工業高専生は、高専ロボコン等で示される通り「ニーズに対して既存

要素・技術を巧みに組合せて製品を創ること」を得意としています。私は、就職先の多くの

工業系企業が農業に参入したときに、そこに働く、ＡＥ教育を学んだ高専卒の技術者が工業

系農業技術を自ら開発していける状態にしておくことで、きっと農業の工業技術化に貢献し

てくれるものと確信しています。「我国農業の将来を高専の工学教育が支える」であります。 

 

    令和元年７月１２日 

 

前校長・名誉教授・特命教授 

古 川 明 德  
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